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分野Ａ：国際政治および国際情勢一般 
「自由で開かれた国際秩序の強靭性―米国、中国、欧州をめぐる情勢とそのインパクト」 

 
 
1．プロジェクト概要 
 

第二次世界大戦後の国際社会の平和と発展は「自由で開かれた国際秩序」 によって保障

されてきた。対立よりは協調、排除よりは包容を旨とするこの秩序の下、多くの国家が安

定と繁栄を享受してきた。我が国もこの秩序の維持と発展に貢献し、その恩恵に浴してき

た国家の一つである。 

 現在の国際社会が直面している最大の課題は、この既存の秩序自体が動揺し、今後の展

望が極めて不確定であることといえよう。 

 第一は米国である。自由で開かれた国際秩序を主導してきた米国に、「アメリカ・ファー

スト」を掲げる政権が誕生した影響は大きい。トランプ政権は、諸外国との対立も辞さな

い一方で、秩序の重要性にさしたる関心を向けていないように見えるからである。 

 第二は中国である。とりわけ 2008年の世界金融危機を経て、自国の政治・経済制度と周

辺諸国に対する自国の影響力への自信を深めた中国は、周辺諸国と新たな秩序を構築する

ための積極的な外交姿勢を示すとともに、特に海洋において強硬な自己主張を行ってきて

いる。 

 第三は欧州である。人々の中でグローバリゼーションに対する不満や反感が高まってい

ることを背景に、排他主義的な方法で自国の利益を保護しようとするポピュリストが台頭

しつつある。EU離脱を宣言したイギリスに続いて、その他の諸国も内向きの傾向を強める

なら、既存の国際秩序はさらに動揺することになる。 

 このような情勢を踏まえて、本事業は、①トランプ政権の対外政策と日米関係、②中国

の対外政策と諸外国の対中政策、③混迷する欧州の動向と統合の行方を分析の対象とする。

さらに、これらの相互作用が国際秩序の全体にもたらすインパクトを解明し、その展望を

見極める。加えて、検証の結果を踏まえて、我が国が諸外国と協調しつつ、既存の国際秩

序とルールを維持し、国益を長期的に確保するためにいかなる外交政策を採るべきかを提

言する。 
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2．プロジェクト体制 

 

本事業の調査・研究は、主として三つのサブ・プロジェクトごとに行われる。これらサブ・プ

ロジェクトの成果を統合することにより、上記の目的を達することを目指す。 

 

 

「自由で開かれた国際秩序」の強靭性

―米国、中国、欧州をめぐる情勢とそのインパクト

サブ・プロジェクトⅠ：トランプ政権の対外政策と日米
関係（米国研究会）

サブ・プロジェクトⅡ：中国の対外政策と諸外国の対中
政策（中国研究会）

http://www2.jiia.or.jp/pdf/research_pj/h29-31/h29-31_project_A-
subproj_II_summary.pdf

サブ・プロジェクトⅢ：混迷する欧州の動向と統合の行
方（欧州研究会）

http://www2.jiia.or.jp/pdf/research_pj/h29-31/h29-31_project_A-
subproj_III_summary.pdf

チーム A：中国の国内情勢と対外政策の因果分析 

チーム B：諸外国の対中認識の動向と国際秩序の趨勢 


